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２０１２年度 第３回国際／業界横断EDIタスクフォース 議事録(案)
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出席者13名
議事に先立ち、配布資料（３ページ参照）のうち以下の番号の資料は組み合せになっており、また、席上配布の補助資料もある旨を事務局が説明した。：
・2012-3-01、2012-3-02、2012-3-05、2012-3-07　

４．議事概要　
４－１．第２回国際／業界横断EDIタスクフォース議事録確認
・国際／業界横断EDIタスクフォース第２回会議議事録（業界横断2012-3-02）は、出席者および欠席者に前回会議後､回付され了解を得た。
４－２．国際／業界横断EDI実証について　
・国際／業界横断EDI実証に関して、自治体基本項目（事例．消耗品）調査一覧表(案) 資料（業界横断2012-3-04）について、EDI 仕様情報項目参考資料と豊田市宛納品書・請求書用紙も示して、事項別にリーダーが説明を行った。　
・新国連CEFACT伝票基本サンプル(案)・自治体サンプル(案)（業界横断2012-3-03）をリーダーが紹介し､同(案)に関する提案等の要請を行った。紙の場合に品目明細欄の行数が足りない際の対処法を項目名「合計枚数欄」も勘案し、リーダーが確認する。
・実証実験申請時の提出資料（愛知県の平成24年度新あいち創造研究開発補助金対象の情報通信分野で採択された「グローバルサプライチェーンに対応した国際標準EDI（国連CEFACT）の中小企業への活用に関する実証実験」申請資料）の説明をリーダーが行い、実証実験の結果を得て情報項目の要･不要等の整理も図ることかできよう旨述べた。
・本件に関する質疑応答を行い、下記などの課題が示された。：

－　注文の番号をどう示すか。伝票番号か、請求書番号か、あるいは｢?｣
－　納入日と請求日の使い分けを明らかにする。豊田市はカーボン式で納品･請求同日｡
・参考情報として、「トヨタWG共通EDI」に関し2010年にキックオフ､2013年度上期から順次サービスインである等をリーダーが資料により紹介し、質疑応答がなされた。
４－３．中小企業共通EDI海外対応版　　
・ITコーディネータ協会データ連携調査研究委員会中小企業EDI部会による、タイ バンコク進出企業現地調査の結果を利用した業界横断EDI仕様（中小企業版）の国際化分析（業界横断 2012-3-05および2012-3-06(1)~ (7)）に関し、同部会事務局が概要説明を行った。
・タイ伝票の分析と注文書･納品書の記載項目の一覧化から、中小企業共通EDI仕様・海外取引EDI仕様･自治体EDI仕様各試案等までが、資料2012-3-06(1) ~ (7)により示された。

・海外版･自治体拡張版の提案が、今後の検討課題および上記「４－２．国際／業界横断EDI実証」のTFリーダー（＝ 同部会主査）説明の主要点を含め、資料2012-3-05により紹介された。
・情報項目に関し、国連CEFACTによる“Data Type (CDT V3.0) ”一覧を事務局が配布し、概要説明を行った。　
４－４．国際／業界横断EDIフレームワーク試案 
・国際／業界横断EDIフレームワークに関し、資料（業界横断2012-3-07）により事務局が以下の説明等を行い、質疑応答が行われた。（同資料スライド３がフレームワーク）
・国内のヒアリングによれば、国境を跨ぐダイレクトの国際EDIのニーズは少ないと見られる。

・国内の中小製造業では価格競争の観点から、量産品の製造から試作品・特殊品にシフトしてきているため従来型のEDI導入メリットが少ないと言われている。海外進出企業に関しては、タイ現地調査に見られるように量産型が多く、EDIの効果を見込めると考えられる。
・フレームワークの考え方では、ライブラリーにあるABIE（Aggregated Business Information Entity）を組合せて、業界固有EDIメッセージを構築する。
・ライブラリーの共通項目はBuy-Ship-Payの共通（sharedの意味でありcommonではない）情報である。

・ライブラリーへの固有項目の登録にあたっては、登録責任主体を明らかにし、登録手続を策定する。
・EDIメッセージの定義のために、BRSの簡易日本語版も考える必要があろう。
・自動車業界のグループが固まっている地域において実証を試みる。その結果を踏まえて、その他の業界を含めた異なる業界分野とのやり取りを検討したい。
・日本における業界横断EDI方式については、今までAFACTにおいても説明して来た｡次回、11月19日の週にイラン テヘランで開催されるAFACT会議で、当該フレームワークの概要提案を予定する。
・当該フレームワークを含めた、国内ビジネスインフラ・ガイドラインの改訂を2013年３月までにまとめたい。
４－５．今後のスケジュール　

・次回会議には、議事４－２．の国際／業界横断EDI実証実験の最終アウトプットを用意予定とすることなどから、次回会議の開催を下記とすることを合意した。
第４回国際／業界横断EDIタスクフォース　　2013年１月18日（金）　 14:00～17:00
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